
『
国
家
の
品
格
』

（藤
原

正
彦
著
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

一
位
に
な

っ
た
こ
と
に
も
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昨
年

は
新
書
の
好
調
さ
が
目
立

っ

た

一
年
だ

っ
た
。
特
定
の
テ

ー
マ
に
関
す
る
知
識

ｏ
情
報

を
、
雑
誌
感
覚
で
手
軽
に
入

手
し
た
い
と
考
え
る
人
が
増

え
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

外

交

に
不

可
欠
な
情
報

（イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
）
に

手
嶋
　
（略
Ｙ
ア
」
で
重
要
な
の
は
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
に
関
わ
る
人
間
の
資
質
の
問
題
で
す
。
公
の

こ
と
が
ら
に
関
わ
る
官
僚
に
人
を
得
て
い
な
け
れ

ば
、
国
家
は
そ
の
舵
取
り
を
大
き
く
誤
る
危
険
が

あ
る
。

佐
藤
　
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
と
い
う
国
家
を
立
て

直
す
に
は
日
本
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
立
て
直

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
（略
）

手嶋龍―・佐藤優「インテリジェンス 武器なき戦争

「知 りたい」に応え

関
し
て
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
シ
ン

ト
ン
支
局
長
の
手
嶋
龍

一
氏

と
元
外
務
省
情
報
分
析
官
の

佐
藤
優
氏
が
対
談
し
た

『
イ

ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
　
武
器
な

き
戦
争
』

（幻
冬
舎
新
書

・

七
四
〇
円
）
は
、
そ
う
し
た

需
要
に
こ
た
え
た
典
型
例
と

い
え
る
。
昨
年
十

一
月
の
刊

行
と
同
時
に
増
刷
が
決
定
。

こ
れ
ま
で
の
発
行
部
数
は
二

十
万
部

（七
刷
）
に
達
し
て

い
る
。

面
白
そ
う
だ
が
い
な
か
な

か
全
貌
が
見
え
に
く
い
イ
ン

テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
を
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
こ
と
が
人
気
の
理

由
。

「
九

・
一
一
に
イ
ラ
ク

戦
争
、
最
近
で
は

（
ロ
シ
ア

か

ら
亡
命

し
た
元

ス
パ
イ

の
）
リ
ト
ビ
ネ
ン
コ
氏
毒
殺

な
ど
様
々
な
国
際
的
事
件
が

あ
り
、
そ
の
裏
側
を
知
り
た

い
と
思

っ
て
い
る
人
が
増
え

て
い
る
」
と
担
当
編
集
者
の

志
儀
保
博
氏
は
話
す
。

さ
ら
に
著
者
二
人
の
高
い

知
名
度
も
売
り
上
げ
を
後
押

し
し
た
。
手
嶋
氏
は
小
説
『
ウ

ル
ト
ラ

・
グ
ラ
ー
』
が
ベ
ス

ワヽ
　い政議
『‐韓颯”″離嚇「

一　　岡罰猜詢動嘲ひ時るュリゃ

一一ノ　］葬華”熱曜い時、「嫁

，ハυ　̈
弛““』御啄夕「が掲

幻
冬
舎
は
新
書
市
場
に
参

入
し
た
ば
か
り
で
、
本
書
は

最
初
に
刊
行
さ
れ
た
十
七
冊

の
う
ち
の

一
冊
。
創
刊
の
目

玉
と
さ
れ
、
初
版
部
数
も
四

万
部
と
最
も
多
か

っ
た
。
こ

の
た
め
、
好
調
な
売
れ
行
き

は

「
狙
い
通
り
」
釜
心
儀
氏
）

と
い
う
。
話
題
性
が
見
込
め

る
本
を
作
り
、
積
極
的
な
広

告
に
よ

っ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
育
て
て
い
く
と
い
う
手
法

は
、
新
書
で
も
生
き
て
い
る

よ
う
だ
¨


